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富塚町東自治会　　　

富塚百景

各地に水害被害をも

たらした夏も去り、

秋の訪れです。

新型コロナウイルス

も収束の兆しが。

ただ替わり来るイン

フルエンザもあり油

断禁物。

★ 秋 ★

回覧

https://www.tomitsukachohigashi.website
検索：「富塚町東自治会」又は右のQRコードで。

先月の主な活動と出来事 （緑字は住民参加活動）

９月 ４（日） ・ 自主防災隊防災訓練（若葉公園）

・ 令和4年度第６回理事会（集会所）

７（水） ・ 2023二十歳の集い打合（協働センター）

１８（木） ・ 敬老会記念 ご長寿お祝い贈呈

２１（水） ・ 地区自治連９月度会長連絡会（西会館）

２４（土） ・ 静大100周年記念式典（アクトシティ）

２６（月） ・ 第３８回防災委員会（東自治会集会所）

２８（水） ・ ゴミ有料化説明会（富塚協働センター）

今月の主な活動予定
10月 1（日）・ 令和4年度第7回理事会（東自治会集会所）

・ ワークショップ・ヤーヤーヤー（富塚協働センター）

１６（日） ・ 神明宮秋季大祭・安座秋まつり

２０（木） ・ 自治会長民生委員情報交換会（地域包括支援センター）

２３（日） ・ エア・フェスタ浜松２０２２

２４（月） ・ 第３９回防災委員会（東自治会集会所）

２８（金） ・ 地区自治連９月度会長連絡会（西会館）

３０（日） ・ ハロウィンイベント２０２２（富塚協働センター）

富塚町東自治会
ホームページ

お知らせ

12月4日(日)「地域防災の日」に東自治会では昨年と同じく

全員参加の安否確認訓練を行います。

詳細は改めてご連絡しますが、この訓練で使う「無事ですタ

オル」の無い世帯は別紙調査票でご連絡ください。

赤い羽根共同募金

について
毎年の募金にご協力あ

りがとうございます。

今年から個別の集金は

避け、募金を自治会全体

の善意として一括して行

うことになりました。

そのため集金はありま

せんが赤い羽根を各戸で

1つお取りください。



東自治会　住民の皆様

　　「無事ですタオル」不足調査

本年は防災訓練が１２月４日（日）に予定されています。

この防災訓練では昨年と同様各戸に１枚お配りした「無事ですタオル」で皆様の安否を

確認することになりますが、新しく入居された方、または紛失してしまった等、タオル

をお持ちでない方はお申し出ください。訓練に間に合うようお届けします。

お名前

　　東自治会　　部　　組　　班

回覧 回覧 → 班長 → 組長 （10/末までに）

11月5日自主防災隊連絡会で組長

さんへ要望枚数をお渡しします



















 回  覧  

地域の皆様へ 

 
 

令和４年 10月吉日 

浜松市立富塚小学校  

校     長 村松 一彦 

PTA会長 鈴木 秀俊 

富塚小学校 PTA 資源物回収のお知らせ 
 

日頃より、富塚小学校 PTAの活動にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

富塚小学校 PTAでは、今年度も、資源物回収を下記の通り実施いたしますので、地域の皆様にも、

資源物の提供にご協力いただければ幸いです。 

 

ご提供いただいた資源物の収益は、子どもたちのより良い学校生活をサポートするために活用させ

ていただいております。ですが近年、資源物回収量の減少や買い取り価格の下落等で、収益金が減

っております。裏面をご覧いただき、該当するものがありましたら、少量でも構いませんので下記

集荷場所までお持ちください。※特にアルミ缶の価値が高まっています。ご家庭にありましたら 

ぜひお願いいたします。 
 

回収日：11 月 5 日（土） 雨天決行  

午前７時 30 分から８時 15 分までに下記集荷場所にお出しください。 

（小学校正門のみ 9:00 まで受け付けます） 
 

 集 荷 場 所  集 荷 場 所 

１ 杏林堂富塚店駐車場 ４ つね医院鉄塔下 

２ 富塚スポーツセンター ５ 小学校正門駐車場 

３ 富塚北自治会集会所   

 

★ 回収場所は上記の５ヶ所のみとなります。 

 

 

 

 

★ 子ども会の資源回収とは、集荷場所が異なる場合があります。 

「小澤昭一さん宅」での集荷は行いませんので、ご注意ください。 
 

★ 資源物をまとめるときは、必ず紙ひもを使用してください。（ビニールひもを使うと、 

資源物として回収してもらえません） 
 

新型コロナ感染拡大の影響により、中止になる場合もあります。ご理解のほど宜しくお願いします。 

！ご注意ください！ 

二反田公園前は回収場所ではありません！ 



 ≪富塚小 PTA：資源物の出し方のお願い≫ 

資源物の種類 出し方 注意事項 

アルミ缶 
中をよくすすぎ、ぺしゃんこになるように、しっかりつぶしてお出しく

ださい。 

新聞紙 新聞紙とチラシを分けてくださ

い。それぞれを、必ず紙ひもでし

ばってお出しください。 

これらの資源物をまとめるときに使

えるものは… 

○紙ひもでしばる 

○持ち手が紙製の袋に入れる 

 

*持ち手がプラスチックの紙袋は、持ち

手を外していただければ OK です。 

 

▼こちらは NGです▼ 

× ビニールひも 

× ビニール袋等 

 × ガムテープ 

 × 麻ひも 

チラシ 

ダンボール・空箱・厚紙 

トイレットペーパーの芯 

紙袋 *持ち手は取り外して下さい 

まとめずそのままでも構いませ

んが、まとめる場合は、紙ひもで

しばってお出しください。 

 

※細かい物は、空箱に詰める・紙

袋にまとめるなどしてください。 

雑誌・ノート 

コピー用紙等 

紙ひもでしばってお出しくださ

い。 

牛乳パック 

テトラパック 

よくすすいで乾かし、ハサミで切

り開いてください。バラバラにな

らないように、まとめて紙袋に入

れるか、紙ひもでしばってお出し

ください。 

「普通の牛乳パック」と 

「テトラパック」は分けてお出しく

ださい。 

 

 

 

このマーク↑があるのが「テトラパ

ック」です。 

インクカートリッジ 

インクキャップを外してから、 

ビニール袋にまとめてお出しく

ださい。 

純正品に限ります。 

布類（衣類・布） 

ぬれてしまうと資源物ではなく

なってしまうので、雨や水にぬれ

ないように、ビニール袋などに入

れてお出しください。 

資源物になるものは、 

○綿が少しでも入った衣類や布 

*ファスナーやボタンは付いたままで OK 

▼こちらは NGです▼ 

× 布団、カーペット、中綿の入った 

もの、セーター、毛布 

※ビール瓶・一升瓶の回収はしません。 ※テトラパック、インクカートリッジはベルマークに換算されます。 

朝早い時間からの活動で、集荷場所近隣にお住まいの方々にはご迷惑をおかけし 

申し訳ありません。何卒、ご理解・ご協力をお願い申し上げます。 



浜松市立蜆塚中学校    学校だより 

         

  

 

 

【 新人大会壮行会・浜松地区新人大会 】 

 ９月に入り、新型コロナウイルス感染症第７波も少し落ち着いてきた感があります。中学校では

「新しい生活様式」を踏まえた生活を昨年度から継続してきました。今後もしばらくは換気や手指

の消毒、手洗い、マスクの着用等の対策を続けていきます。 

そのような環境ではありますが、３年ぶりに有観客で中体連浜松地区新人大会が各種目で実施さ

れます。１３日に選手壮行会が行われ、各部の選手たちは気持ちを盛り上げて練習に取り組んでい

るのではないでしょうか。２３日のサッカーを皮切りに、１０月２９日の駅伝大会まで中体連大会

は続いていきます。自然災害の影響で多くの種目が１０月１日以降に延期となっております。大会

結果については裏面で御確認ください。 

 

【 学校の顔 ２年生に代替わり 】 

 ９月１２日の生徒集会の後、第８０代生徒会長へ校長先生から任命書が、その後、生徒会長から

各専門委員長へ委嘱書が手渡されました。「together」をスローガンに掲げ、新しい取組みと今ま

での積み重ねの継承を融合し、伝統を紡いでいきます。 

３０日には生徒総会が開催され、新しい取組みについて全生

徒会員で検討し、承認か否かを諮りました。令和５年９月まで

の任期期間に遂行しようと考えていることが承認されました。 

自分たちの学校をよりよい環境にするためにも、生徒会員の協

力が重要です。そして２年生が学校を引っ張っていく立場とな

ります。今後の活動に期待します！ 

 

【新生徒会役員、専門委員長】             

【 中間テストを終え、期末テストへ 】 

 ３年生は９月２日の第１回県学力調査に始まり、中間テスト、期末テスト、第２回県学力調査

とおよそ月１回のペースでテストが実施されます。 

１、２年生も計画を立て、実施、変更することの難しさを中間、期末テストで実感すると思わ

れます。早めにいい準備をすることが改善のきっかけとなりますので、中間テストを終えた今こ

そ、期末テストに向けて計画を立て始めてもよいのかもしれません。 

生徒の皆さんは、テストについて一人で悩むのではなく、自分に厳しくもあり、理解をしてく

れるアドバイザーを探してみましょう。それは、学校の先生かもしれないし、周囲の友人かもし

れません。家族や塾の先生かもしれません。まずは自分が何に悩み、どのように改善したいのか

を考えましょう。御家庭でも声掛けをお願いしたいと思います。 

 

 

第７号 令和４年９月３０日 

文責   榊原  晋 

     校訓                     学校教育目標 

    生気       － より高く より優しく より強く － 



 

 

【 １０月の行事予定 】 

３日(月) 朝礼(学級委員任命)       １７日(月) 生徒集会 ピア・サポート研修 

４日(火) 南信州体験学習（２年）～５日  １９日(水) 読み聞かせ３年 

６日(木) ２年午前ｶｯﾄ                  ２２日(土) ＰＴＡ奉仕作業 

１１日(火) １、２年技能教科テスト     ２４日(月) 学校公開週間 ～２６日 

 １２日(水) 読み聞かせ２年                 ２６日(水) 学校運営協議会 

 １４日(金) 教育委員会訪問 ６校時ｶｯﾄ     ３１日(月) 文化発表会（５校時） 

                  

 

【 新人大会の結果 】 

・陸上競技<西部地区新人>（県新人大会進出者） 

４００ｍ（２年男子）１位  １００ｍ（２年女子）９位 砲丸投（２年女子）２位 

  ２００ｍ（２年男子）４位  ２００ｍ（２年女子）８位 

・水泳（上位入賞者） 

  男子総合３位 男子フリーリレー ３位 男子メドレーリレー ２位 

  ２００ｍ個人メドレー １位 ４００ｍ個人メドレー １位（２年男子） 

１００ｍ平泳ぎ ４位 ２００ｍ平泳ぎ ６位（１年男子） 

１００ｍ平泳ぎ ６位 ２００ｍ平泳ぎ ７位（１年男子） 

１００ｍ平泳ぎ ３位  ２００ｍ平泳ぎ ４位（２年女子） 

・サッカー 

  １回戦 対 三方原○ ２回戦 対 東陽 ●  ２回戦惜敗 

  

※英語スピーチ（浜松地区・西部地区） 

  浜松市南部地区 ４位（３年女子） ⇒ 西部地区大会進出 

  西部地区    ４位       ⇒ 県大会進出 

  県       出場  大健闘‼ 

 

〈お知らせ〉 

１ 第２回蜆塚中学校運営協議会 

１０月２６日(水)午後２時００分から会議室で行う予定です。第１回蜆塚中学校運営協議会 

を受け、今後のコミュニティスクールの活動について熟議を行う予定です。協議会は公開制の 

ため、傍聴可能です。 

２ 災害時用備蓄米及び飲料水 

  ８月下旬に、在校生分の生徒用備蓄品（アルファ米１、飲料水５００ml２本）が納入されま 

した。７月のＰＴＡ理事会で、災害時の対応について検討され、今回の納入に至りました。詳 

細については、学校だより第８号でお伝えします。 

 



   

 

令和４年度 全国学力・学習状況調査の結果と対策 

さわやかな秋の風が心地よく感じられる今日このごろ、ますます御健勝のこととお喜び申し上げます。 
さて、このほど６年生が４月に行った全国学力・学習状況調査の結果が届きました。本校では、以下

の通り結果を分析しましたので報告いたします。 
 

１ 教科概要 
① 国 語 

全体的に正答率が高く、特に学習指導要領の内容「言葉の特徴や使い方に関する事項」や「読むこと」

に関する問題で良好な結果が見られました。 

○「言葉の特徴や使い方に関する事項」 

・ 文章の流れから、同音異義語の違いを理解できた。 

  ・ 文をつなぐ言葉から、筆者が意図していることを捉えることができた。 

 ○「読むこと」 

  ・ 登場人物の行動や気持ちなどについて、叙述を基に捉えることができた。 

  ・ 登場人物の相互関係について、描写を基に捉えることができた。 

●「話すこと・聞くこと」 

  互いの立場や意図を明確にしながら、自分の考えをまとめることに課題が見られた。 

 ●「書くこと」 

  文章に対する感想や意見を、条件に沿って記述することに課題が見られた。 
 
本校では、平均的に読書量の多い児童が多く、休み時間に本を読んでいる児童の姿が多く見られます。 

 読書の機会が多いことは、語彙力や読み取りの力を高めることにつながっていると考えられます。また、 

授業において、単元の始めに国語辞典を使用して、言葉の意味調べを行ってから、学習を進めてきたこ 

とも読み取りの力を高めるきっかけになったのだと思います。 

  一方で、学習指導要領の内容「話すこと・聞くこと」や「書くこと」については課題が見られました。 

授業の中で、自分と相手との考えの違いを意識しながら、話し合い活動を行ったり、自分の考えを筋 

道を立てて書いたりする活動を継続して取り入れていきます。 
 
② 算 数 
 全体的に正答率が高く、特に学習指導要領の内容「数と計算」や「データの活用」に関する問題で良 

好な結果が見られました。 

〇「数と計算」 

・ 乗法や除法の意味を理解し、正確に計算することができた。 

・ 公倍数や公約数の意味を理解し、正確に求めることができた。 

〇「データの活用」 

・ 表の意味を理解し、全体と部分の関係に着目して、項目に入る数を求めることができた。 

 ・ 目的に応じてグラフを選択し、必要な情報をよみ取ることができた。 

●「変化と関係」 

 ・ 同じ割合のものの数量が変わっても、割合は変化しないことを問う問題に課題が見られた。 

・ 伴って変わる二つの数量が比例関係であるとき、未知の数量の求め方を記述する問題に課題が見 

られた。 
   
算数科だけでなく、総合的な学習の時間や国語科の授業で、表やグラフなどのデータを活用して、自 

分の考えをまとめる活動を行ってきました。また、既習内容の定着のために、練習問題を解く時間を大

切にしてきました。その取り組みが良好な結果に結び付いたのではないかと考えます。 

 一方で、学習指導要領の内容「変化と関係」に関する問題の正答率は相対的に低く、課題が見られま 

した。問題が実際の生活場面とつながっていないことが考えられるので、様々な場面で実際の生活と結 

び付けていく機会を設けていきます。 

 
 
 

令和４年度 広沢小 

学校だより  特別号 

令和４年１０月４日 



③ 理 科 
  全体的に正答率が高く、特に学習指導要領の区分、領域「生命」を柱とする領域に関する問題で良好
な結果が見られました。 
〇「生命」を柱とする領域 
・ 問題を解決するために必要な昆虫観察の視点を基に、問題を解決するまでの道筋を構想し、自分 
の考えをもつことができた。 

 ・ 昆虫に関する提示された情報を、複数の視点で分析、解釈し、自分の考えをもつことができた。 
●「粒子」を柱とする領域 
 ・ 凍った水溶液に関する情報を、他者の気付きの視点で分析、解釈して、自分の考えとして記述す 

る問題で課題が見られた。 
●「エネルギー」を柱とする領域 
 ・ 日光と水の温度の変化の実験で得た結果を基に、考察したことを記述する問題で課題が見られた。 

   
本校では、動物や植物の生き方について、様々な事例を挙げて話をしたり、生き物を観察する時間を

十分に確保したりすることで、命のつながりについて興味や関心をもたせることができました。 
 一方で、記述式問題の正答率は相対的に低く、特に学習指導要領の区分、領域「エネルギー」や「粒 
子」を柱とする領域に関する問題に課題が見られました。以上の課題を解決する力を付けるために、単 
元のまとめの部分で、学習した内容を自分の言葉で表し直す機会を設け、目的に応じた文章を書くこと 
ができるようにしていきます。 

 
２ 質問紙概要 
① 「浜松の目指す子供の姿」に関係する調査結果 
〇「自分には、よいところがある」と考える子供の割合が全国に比べて高い結果でした。本校では、５   
 年前からキャリア教育に取り組んできています。昨年度５年生では、友達同士で相手のよいところを
伝え合う活動や、なりたい自分に向けてどんなことを努力していくかなど、自分を見つめたり、友達
のよいところを見付けたりする授業にも取り組みました。また、運動会やくすのき学校などの行事を
通して、成長したことを振り返り、これからの自分を考える時間を大切にしてきました。それらの学
習の成果が、今回の高い結果に結び付いていると考えます。 

〇「家で自分で計画を立てて勉強している」と考える子供の割合が、全国に比べて高い結果でした。本
校では、４月に「家庭学習の手引き」を配布し、家庭学習の取り組み方について御協力をいただいて
おります。算数プリント、漢字の書き取りなどの宿題だけでなく、子供の興味関心に応じた学びがで
きる「チャレンジ学習」を大切にしてきました。また、昨年度５年生では、自分の成長につながる学
習について考え、それを基に「チャレンジ学習」に反映させてきました。子供たちが自ら計画を立て、
日々学ぶ習慣が身に付いてきていることから、このような結果になったと考えます。 

●「難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦している」「自分でやると決めたことは、やり遂げるように
している」という子供の割合が全国に比べてやや低い結果となりました。今後も、子供たちに学ぶ意
義や活動の目的等を実感させることで、主体的に取り組む姿勢や最後までやり遂げようとする心情を
育んでいきたいと思います。 

 

② 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する調査結果 
○「自分の思いや考えをもとに、作品や作文など新しいものを創り出す活動を行った」と考える子供の
割合が、全国と比べてかなり高い結果でした。国語科の学習で、教科書の教材を基に、お勧めの本を
様々な形で紹介したり、物語文において初読の感想と読み進める中で深まった思いを文章に表したり
してきたことが子供たちの思いに反映されたのだと考えます。 

○「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができてい
る」と考える子供の割合が、全国と比べて高い結果でした。コロナ感染症に対する本校の行動基準に
沿ったグループ活動の工夫やタブレット端末機を有効に活用した授業改善が成果として表れてきたの
だと思います。 

〇「学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習につなげること
ができている」と考える子供の割合が、全国に比べて高い結果でした。目標に対して計画を立て、見
通しをもって学習し、その過程や達成状況を振り返って次につなげるなど、学習の進め方を自ら調整
していくことができていることが分かりました。 

 
３ 終わりに 

本校の子供たちは、基礎的な知識の獲得はもちろん、それらを活用する力を十分に身に付けているこ
とが分かりました。さらに、今回の結果からは、子供たちが、日頃から課題解決に向けて、主体的に学
んでいることも明らかになりました。 
これからも失敗を恐れず、様々なことに果敢にチャレンジしていけるよう、子供たちに寄り添い、支

援していきます。子供たちのよりよい成長のために、学校と家庭、地域が協力し合っていきたいと考え
ます。 
















